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復活節第 2 主日 説教 「苦しむ者と共に」要旨 
                           牧師 黒田直人 

日本キリスト教団藤沢教会 2023 年 4 月 16 日  

マタイによる福音書 15：29-39

 先週の日曜日、イエス様の復活を共に祝
った私たちが甦りのイエス様と共に神様を
礼拝するために、再び、この御堂に集めら
れて参りました。そして、御言葉はその私
たちに二つのことを語ります。先ず一つ
は、イエス様と共にある私たちは、繰り返
し同じことを経験するということです。た
だ、繰り返しであるがゆえにまた、私たち
は「またか」と思ってしまうのです。けれ
ども、教会を初めて訪ねた方はどうでしょ
うか。特に、痛みや苦しみを抱えつつはじ
めて教会を訪ねた方々にとっては、ここに
記されていることは何かを期待せずにはい
られない出来事のように思うのです。そし
て、この、何かを期待せずにはいられない
ということですが、では、繰り返し同じこ
とを聞いている私たちが、イエス様に何か
を期待することがまったくないのかという
とそうではありません。同じように痛みや
苦しみを抱えたとき、同じようにイエス様
に何かを期待せずにいられない、それがこ
うして御言葉に聞いている私たちなので
す。ですから、この、同じことを繰り返し
経験できるというところに、イエス様の憐
れみと、私たち自身の信仰のあり方が現さ
れているように思うのです。それは、私た
ちの日々の歩みも、その信仰もしっかりと
定まってはいないからです。このことはつ
まり、御言葉が語るもう一つのこととは、
信仰者である私たちとは常に何かを期待せ
ずにはいられない、そういう小さな者だと
いうことです。まただから、御言葉もそん
な私たちに対するイエス様の思いを次のよ
うに伝えてくれているのです。 
 「群衆がかわいそうだ。もう 3日も私と
一緒にいるのに、食べ物がない。空腹のま
ま解散させたくはない。途中で疲れ切って
しまうかも知れない」と、イエス様はわざ
わざ弟子たちを呼び寄せて、こう命じられ
たのですが、ここに甦りのイエス様と、共
にこうして礼拝を献げている私たちとの関
係性を見ることができます。従って、31
節の後半に「群衆は、・・・見て驚き、イ
スラエルの神を讃美した」とあることは、
この時の私たちの姿でもあるのでしょう。
それは、私たちが神様を讃美するのは「見

て驚く」ような出来事を経験をしたからで
す。そして、その中で一番大きなものがイ
エス様の甦りの出来事でもありました。で
すから、ここでイエス様が｢かわいそうだ｣
と仰っていることは、私たちにとっては、
イエス様の甦りの事実抜きには語れないも
のです。それゆえ、イエス様の憐れみの中
で行われる礼拝というこの行為は、同好の
士の集まりのような、そういう狭いもので
はありません。広く、深く、私たちの思い
をはるかに超えたものであるからです。で
すから、この日の御言が伝えることは、イ
エス様が憐れみ深いお方であることだけを
伝えるものではありません。イエス様の憐
れみがいかに深く、広がりをもっている
か、このことを私たちに知らしめるもので
あり、それは、この深く、広いということ
こそが、イエス様の甦りの朝、私たちが知
らしめられたことでもあるからです。 
 そこで、先週私たちが経験したことをも
う一度振り返りたいのですが、イエス様を
葬った墓が空であったというこの事実は、
神様の御心が私たちの思いをはるかに超
え、私たちには計り知れないものであると
いうことです。それゆえ、私たちにはすべ
てを理解することができない、けれども、
イエス様の墓の前に立ち、私たちが分から
ないと思うこの気持ちは、キリスト教信仰
においてはとても意味深いものでもあるの
です。なぜなら、私たちの信仰とは、この
分からないという気持ちを大切にするとこ
ろから深まり、拡がってゆくものでもある
からです。そして、それを私たちに教えて
くれているのがこの日の御言葉です。そこ
で目を向けたいところは二つ、一つは、御
言葉が「イスラエルの神を讃美した」と語
るところです。もう一つは、イエス様がな
すべき仕事を終え、次に移ったところが
｢マガダン地方｣であったということです。 
 御言葉がわざわざ｢イスラエルの神を讃
美した｣と語っているのは、讃美した人々
がイスラエル以外の人々であったからで
す。つまりは、異邦人、異教徒であったと
いうことです。そして、マガダンと呼ばれ
ているこの場所ですが、それが具体的にど
こなのかは学者の間でも議論が分かれるよ
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うです。一説には、マガダンはマグダラの
言い間違いとも言われていますし、また別
の捉え方では、ガリラヤ湖の東南の奥地、
つまりは、ガリラヤ湖を挟んだ、マグダラ
とは正反対の地だとも言われています。た
だ、舟に乗っての移動とあることから、や
はりガリラヤ湖の反対側だろうとも言える
のですが、舟での移動が沿岸に沿っての移
動なのか、それとも、沖に漕ぎ出してのこ
となのかは定かではありません。このよう
に、聖書には未だ意見の統一が図られてい
ないところがいくつもあるのですが、た
だ、マガダンが具体的にどこなのかはとも
かくも、一つだけはっきりしていることが
あります。それは、イエス様がユダヤ教以
外のものと接触する可能性のある、その境
界線上を移動しておられるということで
す。つまり、その活動はユダヤという狭い
場所に止まるのではなく、外へと拡大して
行った、開かれていたということです。し
かも、この異質なるもの、自分たちとは隔
たったもの、遠いものにイエス様は進んで
近づき、「かわいそうだ」との憐れみの気
持ちを素直に表されたのです。 
 ですから、甦りのイエス様が私たちと共
にいてくださっているということは、この
ようにイエス様が内に籠もるお方でないこ
とを示すと共に、その関わり方は表面をな
ぞるだけの通り一遍のものではないという
ことです。外へと向かっていったというこ
とは、そこにある人々と深く関わるためで
あり、しかも、大事な点は、イエス様が何
かを期待せずにはいられないすべての人々
とも、深く、広く、関わって下さっている
ということです。それは、何かを期待せず
にはいられない私たち人間は、常に定まら
ない者でもあるからです。それゆえにまた
思うのです。その私たちが人に何を伝える
ことができるのかと。ただ、そう思うのは
私たちだけではなく、ここでの弟子たちも
そうでした。それは、ここで味わうことに
なるそれ以上のイエス様の憐れみを、弟子
たちはこの少し前にすでに味わっていたか
らです。このことはつまり、ここでのイエ
ス様の求めにどう対処すればいいのか、そ
れについては、弟子たちも十分に分かって
いたということです。従って、ここでのこ
とは、イエス様の雷が落ちて当然であった
ようにも思うのです。ところが、イエス様
は渋る弟子たちに何も余計なことは仰らず
に、前回と同じことを繰り返し命じられた

だけのです。そして、イエス様の指示に従
って、弟子たちがパンと魚を配ったとこ
ろ、前回同様に群衆は食べて満たされ、し
かも、七つの籠が残された、こうして群衆
は食べきれないほどの恵みに与ることにな
ったのです。 
 そこで少し考えたいのですが、イエス様
の憐れみに触れた弟子たちは、自分たちが
どうすればいいのかを本当に分からなかっ
たのでしょうか。ただ、そのことをイエス
様は咎め立ているわけではありません。け
れども、同じことがもう一度繰り返され、
それも、同じことがここで起こっているわ
けです。しかも、その繰り返される出来事
はそれほど遠い過去のことではなく、昨日
今日の出来事でもありました。それにも関
わらず、弟子たちはどうすればいいのかが
分からなかった。これは、分からなかった
のではなく、したくなかった、やりたくな
かった、そして、このできない、やりたく
ないとの弟子たちの思いは前回も同じだっ
たのです。ですから、人はなかなか思うよ
うには変われない、御言葉はこの点を語っ
ているようにも思うのです。ただ、言いた
いことはそれだけなのでしょうか。私たち
はそれほどまでに忘れっぽく、そこまで愚
かなのでしょうか。むしろ、弟子たちには
やりたくない明確な理由があった、それ
は、前回とは異なり、目の前にある々が自
分たちの同胞、仲間でない、少なくともそ
う思ったからなのではないでしょうか。 
 ところで、私がどうして弟子たちのそう
した姿に引っ掛かってしまうのか、それ
は、自分にも思い当たるところがあるから
です。そして、それは、内と外とを分けて
考えるということです。別の言い方をする
ならば、それは、身贔屓が強いという言い
方もできましょう。また、自らの限界を知
っているということでもあるのでしょう。
あるいはまた、それは、異質なものに対す
る蔑む気持ちがあったとも言えましょう
し、その異質なものと関わることへの恐れ
がそうさせているとも言えるのでしょう。
つまり、自分が安心し、納得できるところ
に止まろう、止まりたいと思うその気持ち
が弟子たちをして何かすることを躊躇わせ
ている、そして、それは、勇気がないから
であり、また、イエス様に対する不誠実さ
がそうさせているとも言えるのでしょう。
ですから、社会全体がそうした内向きの傾
向を強めている昨今、排除、差別というも
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のが以前と比べて強くなってきていること
を思いますと、自分の内側という狭い所を
守ろう、守りたいという気持ちが強く表れ
ることは由々しきことでもあるのでしょ
う。それゆえ、この傾向が強くなればなる
ほど、関わりは狭められ、人と交わる機会
はどんどん小さくなってしまいます。です
から、それではいけない、そう思い直し
て、関わりを広げることが大事なのでしょ
うが、しかし、そこで心に留めたいこと
は、イエス様は狭い所に安住しようとする
弟子たちのことを諭すのでもなく、また、
叱るでもない、イエス様の求めたことは前
回と同じことを繰り返し行うことだったの
です。 
 それは、イエス様の憐れみが現れ出るの
はこの繰り返しの中でのことだからです。
つまり、繰り返し同じことを続けていくか
らこそ、イエス様の憐れみは、私たちの生
きるこの世界に、広く、深く、私たちの思
いをはるかに超えた形で現されていくので
す。つまりは、すべてが詳らかにされなけ
れば何かが始まらないのではなく、むし
ろ、その反対であるということです。分か
らないところが残され、同じことが繰り返
されるからこそ、イエス様との関わりは深
められることになる、それは、そこに現さ
れるものがイエス様の憐れみであるからで
す。つまり、イエス様が甦られ、その甦り
のイエス様が私たちと深く、広く関わって
くださっているということと、ここでのこ
ととは、この点において重なり合っている
ということです。それは、イエス様のその
思いというものが狭いところに安住するよ
うな、そういう仲間内だけの満足に終わる
ものではないからです。傷を負い、心に深
い痛手を被ることも恐れず、その思いが外
へ外へと開かれていく、つまり、イエス様
の私たちに向けられたその思いとは、外に
向かっていくからこそ未来につながってい
くことになる、そういうものだということ
です。そして、そこに現れるものがイエス
様の憐れみであり、それが同じように繰り
返されているということです。それは、イ
エス様が未来に希望を繋いでいるからでも
ありますが、イエス様の憐れみが繰り返
し、繰り返し、共にある人々に投げかけら
れているのはそれゆえのものだということ
です。ですから、それは、群衆だけでな
く、同じ過ちを犯す弟子たちにも同じよう
に、その憐れむ気持ちは投げかけられてい

る、それが甦りのイエス様であるというこ
となのです。 
 それゆえ、イエス様のこの憐れみは、私
たちが決める、また決めつける境界線によ
って左右されるものではありません。甦り
のイエス様と共にあるすべてのところで、
そして、そこに生かされているすべての
人々に、等しく同じように注がれている、
それがこのイエス様の憐れみでもあるので
す。そして、この日の御言葉が私たちに語
っている最も重要な点は、私たちにはこの
憐れみが実体験として与えられるというこ
とです。従って、イエス様の甦りを信じ、
甦りのイエス様から多くの恵みをいただく
私たちの信仰とは、感覚的な問題で片づけ
られるものではありません。実体験に基づ
くものだということです。そして、それ
は、この日の御言葉が明らかにするよう
に、救われたとの実体験が私たちをしてこ
うして讃美の声を上げさせるということで
す。 
 従って、その私たちが何かを語り、また
伝えようとする場合、この世のロジックと
は大きく異なるところから物事は発せられ
ることになります。なぜなら、私たちが用
いる「兄弟姉妹」というこの呼称が単に戸
籍的な意味に限定されてはいないように、
私たちの発する言葉は、この世の論理をは
るかに超えた、天と地とを貫くほどの大き
な広がりを持つものだからです。ですか
ら、この世のロジックに囚われている世の
人々にそのことをいきなり投げつけたとこ
ろで、それがすぐに分かろうはずもありま
せん。けれども、それが伝わらないかと言
えばそうではない、イエス様のその思いが
外へと開かれていったということはそうい
うことであり、それがこの日の御言葉を通
して語られていることでもあるのです。た
だ、だから、こうすれば必ずこうなるとい
うものが私たちに与えられているわけでも
ありません。イエス様の気持ちが外に向か
い、様々な人々と関わったように、御言葉
の実現のためには、私たちもまた世の人々
と関わり、そして、その人たちと礼拝を共
にする以外他に、方法はないからです。私
たちの語るべき言葉は聖霊自らが与えてく
れると言われていることはそういうことで
あり、それは、私たちに問われていること
がそこで何か気の利いたことを語れるか語
れないかではないからです。こうしてイエ
ス様と共に歩む私たちのこの交わりには、
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イエス様の憐れみが満ちあふれており、そ
れゆえ、共にある人々とこの憐れみを私た
ちが分かち合うから、イエス様の憐れみ
は、共にある人々にも実体験として伝わる
ことになるのです。そして、昨年、そのこ
とを深く知らされたのが私たちでありまし
た。なぜなら、牧師館園舎の建築において
経験したことは、まさにこの日の御言葉が
語っていることと同じことでもあるからで
す。 
 牧師館園舎の建築は、与えられ、満たさ
れたというだけでなく、七つの籠がその後
に残った出来事でもありました。そして、
それは、私たち藤沢教会員だけがその恩恵
に与ったのではなく、教会員以外の人々と
も共にこの恵みを分かち合うものでありま
した。このことはつまり、私たちのこの交
わりの中には、イエス様の憐れみが満ちあ
ふれているということです。ただし、それ
はだから、あれもあるこれもある全部ある
ということではありません。これまでを振
り返るなら、あれもない、これもない、全
部ない、それゆえ、もしかしたら、イエス
様の憐れみなど、どこをさがしてもない、
ない、ない、このないないづくしのイメー
ジを思い描いてしまったことがあったのか
もしれません。このことはつまり、私たち
の信仰は揺れ動き、何かに期待せずにはい
られない経験をしてきたということでもあ
りますが、けれども、この度の経験が私た
ちに教えてくれたことは、イエス様の憐れ
みがないのではなく、あるということでし
た。そこで、最後に、コロナ以前のことで
すが、ある幼稚園保護者が語った言葉を皆
さんにご紹介したいと思います。 
 その保護者が語ったこととは、「みくに
幼稚園は何もないけど、子供の成長に必要
なものは全部そろっている」というこの一
言でありました。それゆえ、この何もない
けど全部あると、そう思っていただけたと
ころに、御言葉の語る真実が現されている
ように思うのです。このことはつまり、イ
エス様の憐れみを分かち合うために必要な
ものとは、それを上手に説明できる言葉な
どではなく、また、人が欲しいと思えるも
のだけを過不足なく提供できれば、それで
すべてが事足りるということではありませ
ん。必要なことはただ一つです。私たちの
この交わりの中に共にいてくださっている
のがイエス様であり、それはいつどんな時
にも、ということです。そして、それは、

私たちが考えるような物理的、精神的な意
味での充足感によってもたらされるもので
はありません。この世の論理で説明しきれ
ないものだけに、もしかしたら、私たち現
代人にとっては、何もない、というところ
に多少の気持ちの悪さが残ってしまうなの
かも知れませんが、けれども、確かにあ
る、全部ある、イエス様のこの憐れみを分
かち合うことが許されているのが私たちで
もあるのです。それは、イエス様という、
教会の、私たちの信仰の、この中心、核に
なるものが私たちの中には、ないのではな
く、確かにあるからです。それゆえ、その
保護者の方が語ってくれたことは、私たち
の教会についてのことだけを語ったわけで
はなく、甦りのイエス様を信じる教会の本
質そのものを示してくれたように思うので
す。ですから、私たちと接する人たちにそ
う思っていただけたことに、私たちはもっ
と自信をもっていいように思うのですが、
けれども、私たちがもしその保護者の方と
同じように思えないとしたら、その時、私
たちはどうすればいいのか。 
 御言葉が私たちにこの日語ってくれてい
ることは、それが甦りのイエス様の弟子と
してのその姿でもありますが、従って、そ
の答えははっきりしています。墓が空であ
ることに気づいた婦人たちがイエス様の御
言葉に立ち帰り、歩み始めたように、御言
葉に立ち帰っればこそ、そこで私たちは新
しい明日に向かって歩み続けることができ
るのです。それは、そこで私たちは必ず共
にあるイエス様の憐れみに与ることになる
からです。しかも、このイエス様の憐れみ
は、私たちに確信が得られなかったとして
も、そこで必ず与えられるものなのです。
なぜなら、甦りのイエス様というお方は、
何もないと思うその私たちを用いて恵みを
与え、そして、この分かち合いの出来事を
通して、人と人とが喜び集う豊かな交わり
を備えようとしてくださっているからで
す。ですから、私たちがもし何かに期待せ
ずにはいられないことがあったとしたら、
その時にこそ、甦りのイエス様と共にある
ことをその都度自信をもって思い起こした
いと思うのです。このことをもう一度心に
留めて、新しい歩みに導かれて参りましょ
う。祈りましょう。 
 


